
















Since the end of the Cold War, the United Nations has changed and developed its policies on 
peacekeeping operations. During this period, Japan has been committed to peacebuilding as one of its 
primary diplomatic policies and has played a role in Cambodia, Afghanistan, and Iraq, and more recently, 
it has made efforts in countries such as Haiti and South Sudan.  This paper points out some challenges 
Japan faces in the field of peacebuilding as it aims for a more proactive contribution for international 
peace and security.
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（ 1 ） ハイチ（PKOとODAの連携）



































（ 2 ） 南スーダン（文民の保護）





















































































































































（ 1 ） 伸びきった状態にある国連PKOへの協力
国連のPKOがこの20年で紆余曲折を経て如何に複雑なものになってきたかは第 1 節で述べた。






































































アフガニスタンの経験から」谷内正太郎編著『論集 日本の安全保障と防衛政策』（ウエッジ 2013）参照。なお、2014年 7 月
1 日の閣議決定「国の存立を全うし、国民を守るための切れ目のない安全保障法制の整備について」において、いわゆる「駆
けつけ警護」や「任務遂行」のための武器使用が可能になるよう、今後の法整備の方向性が示された。
82 国際公共政策研究 第19巻第1号
ら正念場を迎えることになるが、日本が長年主導してきた人間の安全保障の考え方を始め、人間の
一人一人に着目した格差の是正等、平和構築に関連した諸課題についても議論されることになろ
う。
平和構築分野における取組を推進することは、一見すると日本の国益にとって迂遠な取組にみえ
る。しかしながら、日本には戦後の荒廃から文字通り平和を構築し、アジア・アフリカ地域を中心に
国際協力に積極的に取り組んできた戦後の歴史があることを思い起こせば、日本自身が平和構築に
おいて国際的にモデルとなる役割を果たすことに躊躇する必要はない。日本にはその資格と能力が
あることを踏まえて、平和構築分野での我が国貢献を更に進めていくことが重要ではないだろうか。
〔本稿で述べられた見解は筆者個人のものであり、日本政府または外務省の見解を代表するもので
はない。〕
